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川
路
高
子
に
『
上
総
日
記
』
と
題
さ
れ
た
日
記
が
あ
る
。
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
三
月
十
五
日
に
始
ま
り
、
六
月
七
日
に
終
わ
る
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
出
）
記
で
あ
る
。
こ
の
日
記
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
「
慶
応
四
辰
三
月
十
五
日
午
の
上
刻
、
　
　
我
背
の
君
、
死
去
ま
し
ま
し
ぬ
、
兼
て
の
御
覚
悟
、
勇
猛
に
し
て
、
よ
く
御
心
お
さ
め
給
ひ
、
い
と
も
静
な
る
御
臨
終
な
り
、
誠
に
凡
人
に
お
は
さ
す
と
、
今
さ
ら
か
し
こ
う
お
も
へ
は
、
い
と
も
つ
躰
な
し
、
」
と
、
こ
の
よ
う
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
高
子
の
い
う
「
我
背
の
君
」
と
は
、
川
路
聖
誤
で
あ
る
。
川
路
聖
誤
は
、
幕
府
有
司
の
鐸
々
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
㎜
（
享
和
元
）
年
に
、
九
州
の
日
田
代
官
所
の
属
吏
の
子
に
生
ま
れ
た
。
父
母
に
と
も
な
わ
れ
て
江
戸
に
出
て
、
川
路
家
の
養
子
に
入
っ
た
。
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
時
代
に
取
り
立
て
ら
れ
て
以
来
の
由
緒
を
持
つ
も
の
の
、
九
十
俵
三
人
扶
持
の
微
禄
の
、
小
普
請
組
の
御
家
人
で
あ
る
。
幕
府
の
機
構
の
基
本
を
な
す
属
性
は
、
徳
川
将
軍
家
の
家
職
組
織
に
あ
る
。
将
軍
家
は
、
膨
大
な
数
の
直
属
の
家
臣
を
有
し
て
い
る
。
191
戦
時
に
は
、
こ
れ
が
軍
事
組
織
を
構
成
す
る
。
け
れ
ど
も
、
な
が
い
泰
平
の
時
代
で
あ
る
。
家
臣
の
総
て
が
、
幕
府
の
機
構
に
定
め
ら
れ
た
役
職
に
就
く
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
。
役
職
に
就
き
得
な
い
家
臣
は
小
普
請
組
に
編
入
さ
れ
る
、
そ
こ
で
研
鑛
を
重
ね
て
、
ひ
た
す
ら
に
将
来
の
出
世
を
待
つ
の
で
あ
る
。
小
普
請
組
を
脱
し
て
役
職
に
就
く
こ
と
は
、
困
難
を
き
わ
め
て
い
た
。
　
川
路
聖
護
は
刻
苦
勉
励
の
人
で
あ
っ
た
。
支
配
勘
定
出
役
、
支
配
勘
定
、
評
定
所
留
役
、
寺
社
奉
行
吟
味
物
調
役
、
勘
定
組
頭
と
昇
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
い
を
重
ね
て
勘
定
吟
味
役
に
就
任
し
た
。
勘
定
吟
味
役
に
は
布
衣
の
格
式
が
与
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
中
堅
の
幕
府
閣
僚
に
与
え
ら
れ
る
格
式
で
あ
る
。
川
路
家
の
歴
代
で
こ
れ
ほ
ど
の
立
身
を
遂
げ
た
者
は
い
な
い
。
聖
護
が
自
身
を
川
路
家
の
中
興
の
祖
と
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
形
容
の
過
剰
で
は
な
か
っ
た
。
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一
八
三
八
（
天
保
九
）
年
四
月
二
十
九
日
に
、
川
路
聖
誤
は
高
子
を
妻
に
迎
え
た
。
高
子
は
、
幕
府
大
工
頭
大
越
喬
久
の
子
で
あ
る
。
大
工
頭
は
作
事
奉
行
の
管
轄
下
に
あ
り
、
二
百
俵
高
の
低
い
地
位
の
職
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ず
　
高
子
は
一
八
〇
四
（
文
化
元
）
年
の
生
で
あ
る
。
十
五
歳
の
年
に
、
親
許
を
は
な
れ
て
鳥
取
池
田
家
の
藩
邸
に
奉
公
に
出
て
、
丞
姫
に
仕
え
た
。
丞
姫
は
、
紀
州
藩
主
徳
川
治
紀
の
子
に
生
ま
れ
て
、
池
田
治
道
の
正
室
で
あ
っ
た
。
治
道
は
、
先
の
正
室
の
生
姫
と
の
間
に
弥
　
　
か
ね
こ
姫
（
周
子
）
を
も
う
け
て
い
た
。
弥
姫
は
薩
摩
藩
主
島
津
斉
興
に
嫁
い
で
、
斉
彬
の
母
に
な
る
人
で
あ
る
。
　
鳥
取
池
田
の
藩
邸
に
八
年
勤
め
て
辞
去
し
た
。
丞
姫
が
逝
去
し
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
い
で
、
安
芸
浅
野
家
の
藩
邸
に
奉
公
に
出
た
。
天
保
四
年
十
一
月
、
浅
野
家
は
将
軍
徳
川
家
斉
の
息
女
末
姫
（
貴
子
）
を
室
に
迎
え
た
。
高
子
は
ま
ね
か
れ
て
奉
公
に
出
た
の
で
あ
る
。
　
鳥
取
池
田
家
と
い
い
安
芸
浅
野
家
と
い
い
、
三
十
二
万
石
と
四
十
二
万
石
の
屈
指
の
大
藩
で
あ
る
。
そ
の
江
戸
藩
邸
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
武
家
貴
族
の
女
性
を
と
り
ま
く
洗
練
の
雰
囲
気
が
あ
づ
た
。
け
れ
ど
も
、
い
つ
ま
で
も
其
処
に
身
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
身
の
身
は
自
身
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
高
子
は
安
芸
藩
邸
を
去
っ
て
、
そ
し
て
川
路
聖
護
の
も
と
に
嫁
い
だ
。
高
川路高子『上総日記』解題
子
三
十
五
歳
で
あ
る
。
聖
誤
は
三
歳
年
長
の
三
十
八
歳
で
あ
る
。
　
川
路
聖
護
に
と
っ
て
は
四
度
目
の
妻
帯
で
あ
る
。
す
で
に
男
女
あ
わ
せ
て
四
人
の
子
が
い
た
。
長
男
は
彰
常
で
あ
る
。
彰
常
は
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
に
没
し
て
、
後
年
、
そ
の
子
の
太
郎
が
川
路
の
家
督
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
次
男
は
種
倫
で
あ
る
。
種
倫
は
、
養
子
に
迎
え
ら
れ
て
幕
臣
原
田
を
継
い
だ
。
高
子
へ
の
主
た
る
期
待
は
、
川
路
家
の
正
室
と
し
て
家
内
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
結
婚
の
後
、
聖
護
は
他
の
女
性
と
の
間
に
二
児
を
儲
け
て
い
る
。
新
吉
郎
と
又
吉
郎
と
で
あ
る
。
高
子
は
、
こ
の
二
人
の
親
と
し
て
育
成
に
力
を
注
い
だ
。
　
そ
し
て
高
子
は
、
川
路
聖
誤
の
立
身
と
生
活
を
と
も
に
し
た
。
聖
譲
は
佐
渡
奉
行
を
へ
て
、
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
左
衛
門
尉
の
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
諸
大
夫
の
席
に
列
し
た
の
で
あ
る
。
幕
臣
と
し
て
は
、
上
り
う
る
最
上
の
格
式
で
あ
る
。
こ
え
て
、
弘
化
三
年
正
月
、
奈
良
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
。
聖
護
は
高
子
を
と
も
な
っ
て
任
地
に
赴
い
た
。
つ
い
で
大
坂
町
奉
行
に
転
じ
、
さ
ら
に
勘
定
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
。
勘
定
奉
行
は
、
町
奉
行
お
よ
び
大
目
付
と
と
も
に
、
幕
臣
が
望
み
う
る
最
上
の
職
で
あ
る
、
そ
し
て
幕
府
閣
僚
の
一
員
と
し
て
、
幕
府
の
政
策
決
定
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
、
川
路
家
は
、
加
増
を
受
け
て
五
百
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
た
。
　
勘
定
奉
行
と
し
て
、
と
り
わ
け
ペ
リ
ー
来
航
の
一
八
四
八
（
嘉
永
六
）
年
以
降
の
川
路
聖
護
の
履
歴
は
絢
燗
と
し
て
い
る
。
露
西
亜
応
接
掛
と
し
て
外
交
の
一
線
に
立
ち
、
ま
た
、
行
政
指
導
の
中
枢
に
あ
っ
た
。
そ
の
声
望
は
、
政
治
社
会
に
一
挙
に
た
か
か
っ
た
。
　
お
な
じ
く
微
禄
の
幕
臣
の
子
に
生
ま
れ
た
高
子
か
ら
す
れ
ば
尚
更
に
、
川
路
聖
誤
の
出
世
は
異
例
で
あ
っ
た
。
勘
定
奉
行
の
職
に
あ
り
諸
大
夫
で
あ
る
聖
誤
の
格
式
は
、
世
襲
こ
そ
さ
れ
な
い
け
れ
ど
、
小
大
名
に
匹
敵
す
る
。
幕
政
の
中
枢
に
あ
る
閣
僚
と
し
て
、
聖
護
個
人
に
そ
な
わ
る
威
厳
は
小
大
名
を
超
え
る
。
川
路
聖
誤
に
有
志
の
大
名
か
ら
贈
答
の
品
が
と
ど
く
。
聖
護
の
正
室
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
子
に
も
贈
答
の
品
が
と
ど
け
ら
れ
る
。
水
戸
前
藩
主
徳
川
斉
昭
や
島
津
藩
主
島
津
斉
彬
や
、
諸
侯
の
鐸
々
か
ら
の
品
で
あ
る
。
大
名
家
の
奥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
に
勤
め
た
経
歴
を
持
つ
高
子
で
あ
れ
ば
尚
更
に
、
聖
誤
の
正
室
と
し
て
、
自
身
の
あ
る
場
の
格
式
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
　
川
路
聖
誤
に
た
い
し
て
、
高
子
は
畏
敬
を
交
え
て
に
接
し
た
に
違
い
な
い
。
「
誠
に
凡
人
に
お
は
さ
す
と
、
今
さ
ら
か
し
こ
う
お
も
へ
は
、
い
と
も
つ
躰
な
し
、
」
と
の
文
章
に
は
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
実
感
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
き
に
引
い
た
日
記
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
　
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
八
月
二
十
七
日
、
川
路
聖
護
は
隠
居
を
命
じ
ら
れ
差
控
に
処
せ
ら
れ
た
。
将
軍
継
嗣
の
問
題
に
口
を
差
し
挟
ん
だ
と
し
て
、
そ
の
姿
勢
が
時
の
井
伊
の
幕
政
に
悪
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
川
路
家
の
家
督
は
太
郎
が
嗣
い
だ
。
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
八
月
、
聖
護
は
中
風
の
発
作
を
お
こ
し
て
左
半
身
の
自
由
を
失
っ
た
。
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
十
月
二
十
五
日
、
太
郎
が
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
命
じ
ら
れ
て
横
浜
を
出
立
し
た
。
聖
護
は
、
幕
府
が
衰
亡
し
て
い
く
日
々
を
病
床
で
見
つ
づ
け
て
、
そ
し
て
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
三
月
十
五
日
に
自
刃
し
て
果
て
た
。
新
政
府
軍
が
江
戸
総
攻
撃
と
定
め
た
日
で
あ
る
。
徳
川
の
滅
亡
に
殉
じ
て
の
自
刃
で
あ
る
。
年
六
十
八
歳
で
あ
る
。
194
　
高
子
の
日
記
は
、
こ
の
日
よ
り
始
ま
る
。
川
路
聖
誤
の
葬
儀
の
記
事
が
つ
づ
く
。
三
月
二
十
一
日
は
初
七
日
で
あ
る
。
高
子
は
髪
を
落
と
し
て
、
寡
婦
の
身
繕
い
を
し
、
法
名
と
し
て
自
ら
を
松
操
と
号
し
た
。
　
直
裁
な
表
現
で
あ
る
。
松
は
節
義
を
象
徴
す
る
樹
木
で
あ
る
、
こ
れ
に
操
の
字
を
つ
づ
け
て
法
名
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
節
義
の
対
象
は
、
ま
ず
は
、
川
路
聖
誤
と
の
関
係
へ
の
そ
れ
で
あ
る
。
高
子
は
聖
護
の
死
後
を
生
き
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
ロ
ハ
も
ろ
共
に
と
、
幾
度
か
思
ひ
な
か
ら
、
い
か
に
せ
む
、
今
、
袋
に
至
り
て
、
我
身
く
つ
折
れ
、
死
に
い
た
ら
ハ
、
太
郎
は
英
国
に
有
て
、
か
く
と
は
、
夢
に
た
に
し
ら
し
、
世
の
乱
、
祖
父
の
成
行
給
ふ
さ
ま
も
、
後
に
た
れ
か
は
、
伝
へ
き
か
せ
む
、
か
つ
は
、
先
達
て
上
総
ま
て
お
と
し
や
り
し
新
吉
郎
・
又
吉
郎
、
い
か
に
成
け
む
、
」
（
三
月
十
五
日
条
）
と
す
る
。
　
跡
を
追
っ
て
死
す
る
こ
と
へ
の
願
望
は
そ
れ
と
し
て
、
川
路
家
の
存
亡
は
た
し
か
に
高
子
に
懸
か
っ
て
い
た
。
太
郎
は
遠
く
イ
ギ
リ
ス
川路高子『上総日記』解題
に
在
り
、
新
吉
郎
と
又
吉
郎
と
は
そ
れ
ぞ
れ
九
歳
と
六
歳
の
年
少
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
太
郎
が
帰
国
す
る
ま
で
、
川
路
の
家
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
は
高
子
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
っ
た
。
　
そ
の
上
で
、
あ
ら
た
め
て
聖
誤
へ
の
節
義
が
あ
る
。
川
路
聖
誤
は
徳
川
に
殉
じ
て
自
刃
し
た
。
こ
こ
か
ら
松
操
の
文
字
に
は
、
徳
川
へ
の
そ
れ
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
時
代
に
た
い
す
る
認
識
を
川
路
聖
護
と
同
じ
く
す
る
こ
と
へ
の
意
志
が
、
高
子
に
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。
「
国
の
乱
れ
も
、
上
様
の
御
は
つ
か
し
め
も
、
父
君
の
御
最
後
も
、
皆
薩
州
・
長
州
の
わ
さ
な
り
、
仇
は
此
両
州
な
れ
ハ
、
汝
等
、
今
幼
き
事
に
よ
く
と
＼
め
て
、
」
（
三
月
廿
四
日
条
）
云
々
と
、
高
子
は
新
吉
郎
に
語
り
告
げ
た
り
も
し
た
。
　
江
戸
で
の
争
乱
が
予
測
さ
れ
て
い
た
。
緊
急
の
こ
と
と
し
て
、
江
戸
の
屋
敷
を
離
れ
て
難
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
避
難
の
地
は
、
上
総
国
山
辺
郡
平
沢
村
で
あ
る
。
新
吉
郎
と
又
吉
郎
と
の
二
人
の
子
は
、
す
で
に
こ
の
地
に
逃
れ
て
い
た
。
　
川
路
家
の
主
た
る
知
行
地
は
、
武
蔵
国
秩
父
郡
上
吉
田
村
に
あ
っ
た
。
聖
誤
は
、
将
来
に
備
え
て
、
こ
こ
を
川
路
家
の
本
貫
の
地
に
定
め
る
心
算
で
い
た
。
だ
か
ら
、
村
民
を
厚
遇
し
金
品
を
供
与
し
た
り
も
し
た
。
将
軍
な
ら
び
に
徳
川
斉
昭
か
ら
の
拝
領
の
品
、
遺
書
そ
の
他
の
自
筆
の
書
類
、
刀
剣
・
茶
器
の
名
品
、
川
路
家
伝
の
書
物
等
々
を
こ
の
地
に
送
り
も
し
た
の
で
あ
る
。
「
よ
ろ
し
き
武
器
・
大
小
刀
・
甲
冑
等
は
、
先
達
て
、
夫
々
遠
国
へ
遣
し
て
、
残
る
は
雑
物
な
れ
共
、
…
…
」
（
三
月
十
七
日
条
）
と
、
高
子
が
書
い
た
遠
国
と
は
秩
父
の
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
地
の
主
人
に
つ
い
て
、
聖
誤
は
自
身
を
想
定
し
て
は
い
な
い
。
半
身
不
自
由
の
老
齢
で
あ
る
に
加
え
て
、
す
で
に
、
徳
川
の
滅
亡
に
殉
じ
る
覚
悟
を
固
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
主
人
は
、
太
郎
で
あ
る
。
　
上
総
国
山
辺
郡
平
沢
村
に
は
、
原
田
市
三
郎
の
知
行
地
が
あ
っ
た
。
種
倫
は
川
路
聖
護
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
て
、
原
田
家
を
継
い
で
い
た
。
男
児
を
得
ら
れ
ず
に
、
種
倫
は
弟
の
新
吉
郎
を
養
子
に
望
ん
で
い
た
。
川
路
家
当
主
の
太
郎
は
、
繰
り
返
す
よ
う
だ
け
れ
ど
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
、
も
し
も
不
慮
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
督
は
新
吉
郎
が
嗣
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
種
倫
は
あ
ら
た
め
て
又
吉
郎
を
養
子
に
195
求
め
、
聖
護
は
こ
れ
を
受
諾
し
た
。
三
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
混
乱
の
時
で
あ
る
か
ら
幕
府
か
ら
の
承
認
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
仮
養
子
と
し
た
。
仮
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
又
吉
郎
は
原
田
家
の
継
嗣
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
さ
き
に
記
し
た
こ
と
だ
が
、
新
吉
郎
と
又
吉
郎
と
は
す
で
に
平
沢
村
に
逃
れ
て
い
た
。
種
倫
の
養
父
の
原
田
種
信
も
ま
た
こ
こ
に
寄
留
し
て
い
た
。
又
吉
郎
は
、
い
わ
ば
領
主
の
世
子
と
し
て
知
行
地
に
在
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
高
子
は
、
世
子
の
母
と
し
て
、
こ
こ
に
身
を
寄
せ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
永
住
を
意
図
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
秩
父
が
選
ば
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
秩
父
は
平
沢
村
に
く
ら
べ
て
江
戸
か
ら
遠
く
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
行
路
は
険
し
い
。
し
か
も
、
甲
州
街
道
と
中
山
道
に
は
政
府
軍
の
進
攻
が
あ
り
、
こ
れ
と
遭
遇
す
る
可
能
性
も
た
か
い
。
緊
急
の
避
難
で
あ
れ
ば
、
平
沢
村
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
自
然
な
の
で
あ
る
。
　
三
月
二
十
二
日
、
高
子
は
平
沢
村
に
む
け
て
出
立
し
た
。
聖
誤
の
初
七
日
を
終
え
て
の
出
立
で
あ
る
。
夜
船
で
江
戸
湾
を
渡
り
、
浜
村
か
ら
陸
路
を
平
沢
村
に
至
っ
た
。
到
着
は
二
十
三
日
で
あ
る
。
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日
記
は
、
毎
日
か
か
さ
ず
に
書
か
れ
て
い
る
。
は
じ
あ
に
、
そ
の
日
の
天
気
が
記
さ
れ
る
。
つ
づ
い
て
、
そ
の
日
に
生
じ
た
事
柄
と
、
し
ば
し
ば
こ
れ
に
つ
い
て
の
感
想
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
和
歌
が
さ
し
は
さ
ま
れ
る
。
　
文
体
は
擬
古
文
の
そ
れ
で
あ
る
。
武
家
の
教
養
あ
る
女
性
が
用
い
た
文
体
で
あ
る
。
高
子
は
、
こ
の
文
体
に
自
己
の
表
現
を
託
し
た
。
　
和
歌
は
、
高
子
が
若
い
こ
ろ
か
ら
好
ん
で
用
い
た
表
現
の
形
式
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
詠
う
和
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
風
物
を
そ
れ
と
し
て
う
た
う
歌
が
あ
る
。
土
地
の
風
俗
を
う
た
う
歌
が
あ
る
。
も
と
よ
り
歌
日
記
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
述
懐
の
歌
も
あ
れ
ば
述
志
の
歌
も
あ
る
。
　
な
に
も
和
歌
だ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
韻
律
の
文
体
に
そ
の
表
現
を
託
す
な
ら
ば
、
自
身
の
心
情
を
安
定
に
み
ち
び
く
。
た
だ
こ
川路高子「上総El記』解題
の
表
現
の
形
式
に
馴
染
ん
で
い
た
と
言
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
高
子
は
、
和
歌
を
よ
ん
で
自
身
の
心
情
に
安
定
を
あ
た
え
て
、
こ
れ
を
日
記
に
書
き
置
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
日
記
に
は
、
川
路
聖
誤
へ
の
追
善
の
仏
事
が
詳
細
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
亡
夫
へ
の
追
悼
の
た
め
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
時
の
、
い
わ
ば
流
浪
の
状
況
に
あ
る
川
路
家
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
行
事
は
、
聖
誤
の
追
善
の
仏
事
だ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
は
、
『
上
総
日
記
』
は
高
子
個
人
の
日
記
で
あ
り
は
す
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
、
川
路
の
家
記
と
し
て
の
意
味
を
あ
わ
せ
も
つ
の
で
あ
る
。
　
こ
の
日
記
は
、
現
存
の
形
態
か
ら
判
断
し
て
、
高
子
自
身
の
手
に
よ
っ
て
整
理
が
施
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
覚
書
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
浄
書
さ
れ
て
、
冊
子
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
、
『
上
総
日
記
』
の
題
が
付
せ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
聖
誤
は
、
自
身
の
『
佐
渡
日
記
』
あ
る
い
は
『
奈
良
日
記
』
を
川
路
家
の
家
財
と
し
て
秩
父
に
送
っ
て
所
蔵
さ
せ
て
い
る
。
高
子
に
同
様
の
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
　
村
人
と
の
贈
答
の
記
録
が
あ
る
。
平
沢
村
で
の
高
子
の
仮
寓
は
、
名
主
の
利
右
衛
門
の
邸
内
に
お
か
れ
た
。
両
親
の
隠
居
所
を
、
利
右
衛
門
が
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
住
ま
い
し
て
、
村
人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
　
利
右
衛
門
は
、
高
子
の
家
族
を
丁
重
に
遇
し
た
。
村
人
も
好
意
を
示
し
た
。
感
謝
の
文
を
連
ね
な
が
ら
、
高
子
は
、
こ
れ
を
原
田
家
の
威
徳
と
し
て
い
る
。
領
主
の
親
族
で
あ
る
か
ら
、
う
け
る
こ
と
が
出
来
た
厚
遇
な
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
の
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で
厚
遇
の
持
続
を
期
待
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
子
は
、
日
記
で
そ
の
具
体
例
を
し
か
と
書
き
残
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
、
贈
り
物
を
う
け
る
に
ふ
れ
て
相
応
の
返
礼
の
品
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
川
路
の
格
式
を
維
持
す
る
行
動
で
も
あ
っ
た
。
上
総
で
の
高
子
の
生
活
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
落
剥
の
気
配
を
漂
わ
せ
な
い
の
で
あ
る
。
　
江
戸
の
情
勢
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
徳
川
の
行
く
末
と
江
戸
の
情
勢
と
に
つ
い
て
、
高
子
は
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
江
戸
開
城
の
報
が
と
ど
く
。
上
総
の
諸
侯
が
帰
順
を
つ
づ
け
て
い
る
と
の
報
が
入
る
、
徳
川
家
の
存
続
が
許
さ
れ
た
こ
と
が
、
江
戸
か
ら
の
書
状
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に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
た
。
高
子
は
江
戸
へ
の
帰
還
を
決
意
し
た
。
上
総
で
の
生
活
は
百
日
を
超
え
て
い
る
、
情
勢
は
不
安
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
江
戸
で
太
郎
の
帰
国
を
待
と
う
と
の
覚
悟
で
あ
る
。
　
六
月
五
日
、
高
子
の
一
行
は
平
沢
村
を
出
立
し
て
江
戸
に
向
か
っ
た
。
来
た
路
を
逆
に
旅
し
て
、
翌
日
は
浅
草
の
原
田
の
屋
敷
に
泊
ま
っ
た
。
そ
の
翌
日
に
、
浅
草
を
発
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
。
上
野
の
彰
義
隊
の
戦
い
の
跡
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
東
叡
山
寛
永
寺
の
寺
域
は
徳
川
将
軍
家
が
設
営
し
た
聖
域
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
灰
儘
に
帰
し
て
い
た
。
徳
川
の
栄
耀
が
去
っ
た
こ
と
は
目
に
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
七
日
の
昼
前
に
、
番
町
の
本
邸
に
帰
宅
し
た
。
三
月
二
十
二
日
に
出
立
し
て
よ
り
、
三
ヶ
月
半
ぶ
り
の
帰
宅
で
あ
る
。
『
上
総
日
記
』
は
こ
こ
で
終
わ
る
。
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高
子
は
、
こ
れ
よ
り
後
の
十
七
年
の
歳
月
を
生
き
た
て
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
十
月
十
二
日
に
病
没
し
た
。
享
年
八
十
二
歳
で
あ
る
。
辞
世
の
句
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
い
と
な
か
く
お
も
ひ
し
か
と
も
か
き
り
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
我
世
の
夢
も
い
ま
そ
さ
め
ぬ
る
遺
骸
は
、
上
野
池
之
端
大
正
寺
の
、
川
路
聖
護
の
墓
に
接
し
て
埋
葬
さ
れ
た
。
法
号
は
、
誠
意
院
殿
松
操
日
修
大
姉
で
あ
る
。
